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アブストラクト 

本研究では画種（日本画、油彩画等）という芸術の伝統的な枠を外し、画種横断的に絵画技法の分類

をおこなった。絵画技法とは、絵画制作時に使われる特徴的な技法をさす。これらは画種ごとに発展

してきたため、画種を超えてその全体像を把握することが難しかった。 

そこで、本研究では文献に技法名が記されている 152 の絵画技法を対象に、実際に美術家と実演しそれ

らを観察することで特徴となる 32 の要素を抽出した。階層クラスター分析によって絵画技法をその特徴

要素の類似度で分類することで画種横断的な分類を試みた。その結果、油彩画のドライブラシ技法と日

本画の渇筆技法が同じクラスターに入るなど画種を超えて分類できていた。また、特徴が類似する絵画

技法が同じクラスターに、似ていないものは遠くに配置され、筆を平行に動かすことを特徴とする技法

群、点状に描画することを特徴とする技法群、異素材を用いる技法群など、特徴別に絵画技法の全体像

を示すことができた。 

 

 

 

Abstract 
This study introduces a new classification system for painting techniques that transcends traditional 

categories such as Japanese-style and oil painting.  Since these techniques had been developed by each type 

of painting, it was difficult to grasp the overview of these techniques beyond the type of painting.  

We classified the 152 techniques listed in the literature based on the similarity of their 32 characteristic 

elements which was extracted by examined actual samples with an artist. The results showed that the dry 

brush technique in oil painting and a similar but differently named technique in Japanese-style painting 

belong to the same cluster.  Painting techniques with similar characteristics were placed in the same cluster, 

while those with dissimilar characteristics were placed farther away, giving an overall picture of painting 

techniques by characteristics. 
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1. はじめに 

1.1 絵画技法・画種とは 
日本画や油彩画等の絵画作品を制作する際、よく使われる塗

布の方法や色の重ね方はその技法に名前がついているものがあ

る。絵画制作で使用され、文献としてその技法名が記されてい

るものを本論では“絵画技法”と呼ぶ。絵画技法とは例えば、

油彩画の”グレーズ”(図 1)、水彩画の“リフトアウト”(図 2)

が例としてあげられ[1][2]、前者は描かれた層の上に行う透明

色の薄塗りを指し複雑で深い色にすることができ、後者は一度

塗布した絵具を水で再溶解して拭き取る技法を指す。 

 

図 1. グレーズ技法の模式図(断面図) 

 

 

 

図 2. リフトアウト技法の模式図(断面図) 

 

 画種とは日本画、油彩画、テンペラ画、アクリル画などの絵

画の種類を指し、もちいる絵具の媒体(メディウム)の成分によ

って決まる[3]。例として、メディウムに乾性油をもちいた絵

具で制作するのが油彩画、アクリルエマルジョンのメディウム

を用いるのがアクリル画、生石灰がフレスコ画、カゼインまた

は卵がテンペラ画、アラビアゴムが水彩画と呼ばれる[4]。 

画種ごとに特徴ある絵画技法が知られている。乾性油は一度

固化すると再溶解が困難だが、アラビアゴムは水に再溶解する

ために上述のリフトアウトができるなど、メディウムの性質に

よって、言い換えれば画種によって絵画技法の特徴が定まる。

一方で、油彩画のドライブラシ[5]と日本画の渇筆[6]は、もち

いるメディウムや筆の形状、支持体(キャンバス、和紙)は異な

るものの、その技法が目指すところは掠れた感じをだす点で同

一である。同じくスカンブリング(英：scumbling)とヴェラトゥ

ーラ(伊：velatura)はどちらも下地に対して不透明な絵具層を

掠れてかけることを指し、シノニム(同じ対象を指すが、名称

が異なる)の関係である[7][8]。シノニムが存在する原因は、画

種という枠が芸術の伝統の中で形作られ、その枠が意識されて

絵画技法が作られてきたためだと考えられる。例えば日本画は、

明治維新で西洋絵画が日本に輸入された際に、国産絵画と西洋

絵画との違いを明確にするため、岩絵具という粒子の大きい顔

料を用いること、中国における筆線を重視する思想から抜け出

るために面的に色を塗る等を特徴に定めて差別化し形づくられ

てきた歴史がある[9]。 

 

1.2 絵画技法分類の問題点 
絵画技法が画種という枠の中で発展してきた問題点は、複数

の画種にわたる絵画技法の全体像が容易には見えない点である。

上述のように日本画の歴史を紐解けば西洋絵画(油彩画)や中国

画(水墨画)と比較した日本画の特徴を理解することができるが、

フレスコ画やテンペラ画等も含めて比較するのは容易ではない。

さらに美術学校や大学といった美術教育の場では画種で専攻が

分かれていることが多く、油画専攻を選ぶことで油彩画の絵画

技法を磨くことができるが、他のあらゆる画種にわたって絵画

技法を学ぶ機会は多くないことが予想される。このように画種

という区切りによって、画種横断的な視点を得ることは難しい

と考えられ、自身が扱う絵画技法が、他の画種でも使われる一

般的なものなのか、またはどういった点でその画種特有のもの

なのかを把握することは難しい。以上より、画種という伝統的

な枠を外し、画種で区切ることなく絵画技法を横断的に分類整

理し、全体像を把握することが必要であると考えた。 

 

現代アーティストは、これまでにない新規の「表現」を創り

出すことが求められる[10][11]が、新規の表現を生み出すため

の絵画技法が、既存の絵画技法に対してどのような点で異なる

かを説明する際に、自身が扱う画種を超えた説明を加えること

には多くの調査負担がかかることが予想される。例えば、単に

既に知られている絵画技法を羅列した一覧表を作成したとして

も、既存の絵画技法と自身の新規の絵画技法がどのような点で

異なり、どの点で類似しているのかを調べるには、一覧表をつ

ぶさに見ていく必要があり煩雑となる。そこで本研究では、絵

画技法に対して特徴を複数抽出し、特徴が似ている絵画技法同

士は近くに、非類似のもの同士はその分離れた位置に配置する

ことで、画種によらず特徴という観点で絵画技法全体を配置し

全体像を可視化することができると考えた。 

上記で得られる分類体系は、既存の絵画技法が特徴によって

分類されているため、自身の絵画技法の特徴と照らして既存の

絵画技法群との差異と類似性を把握することができ、さらに自

身の画種のみならず他の画種の絵画技法とも比較することがで

きる点で、有益な分類体系となると考えられる。 
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1.3 目的 
以上のことから、本論では絵画技法をその特徴によって画種横

断的に分類整理することを目的とする。 

 特定の一画種内における絵画技法の整理ではなく、複数の画

種にわたって絵画技法を整理する点で、これまでにない試みと

なる。また、絵画技法の特徴に着目して分類することで、単に

絵画技法を羅列するのとは異なり、類似の技法は同じグループ

に、非類似のものは別のグループに属すこととなり全体像を把

握しやすくなるメリットがある。本分類によって、画種という

伝統的な枠に分化して発展してきた絵画技法を総合し、絵画技

法群の全体像を示すことができる。 

 

2. 分析対象と方法 

2.1 分析対象の絞り込み 
絵画技法は多岐にわたり、僅かな差異にまで着目すれば画家

一人一人によってアレンジされ無数に存在すると考えられる。

例えば、油彩画の絵画技法の“グリザイユ”技法は、最初に白

黒のモノクロームで絵を描き、その次に有彩色で着色すること

で、陰影の描画と色の描画作業を分け、立体感(陰影)の表現に

集中して制作しやすくすることで知られる[12]。類似の絵画技

法として白と黒のモノクロームではなく白と緑色で行うことで

人物画の肌の発色を良く見せる”ヴェルダッチォ(ヴェルダイ

ユ) ”、白と黄褐色の”シラージュ”という絵画技法が知られる

[13][14]。これらを踏まえると、上述の色以外の色で行うアレン

ジが画家ごとに行われているであろうことは容易に想像できる。 

しかし、個人によってアレンジされた絵画技法のすべてを把

握することは困難であり、条件を付けて絞り込む必要がある。

そこで、本研究では、一般に入手できる文献に絵画技法の名称

とその解説が記載されているものを分析範囲とした。技法に名

称がつき文献に記載されていることは無名の技法と比較して、

一定の使用者と使用頻度がある一般的なものと考えられる。一

般的な絵画技法を網羅的に把握することで絵画技法の全体像を

つかむことができると考えた。個人がアレンジしたり少数の使

用者しかいなかったり名称が無い絵画技法といった特殊なもの

については、一般的な絵画技法の全体像がつかめればどの点で

特殊なのかを把握できることから、本研究では一般的な絵画技

法を対象とした。 

また、対象とする画種の範囲は、絵画全般に関する文献

[3][4][12][14]-[20]に複数記載のあった画種として、フレスコ画、

テンペラ画、油彩画、水彩画、日本画、水墨画、アクリル画、

パステル画、クレパス画、版画、蒔絵(漆画)、鉛筆画(デッサ

ン)、 蝋画(エンコウスティック)を対象とした。このほか、鏝

絵、切り絵、ちぎり絵、影絵など無数に画種は存在するが、絵

画全般に関する文献に一般には出てこないために対象外とした。

また、近年ではデジタル絵画が多くみられるが、物性面(マチ

エール)での特徴で絵画技法を分類する目的から、デジタルデ

ータ処理の方法が主たる絵画技法になるデジタル絵画は対象外

とした。上記の制約のもと調査を行うため、現存するすべての

絵画技法を網羅することはできないが一般図書に技法の名称が

記載される程度に使用頻度が高い絵画技法を、総説的な図書に

記載される画種に対して行うことで、主たる絵画技法について

はもれなく取得することができると考えた。 

対象とする文献は、国立国会図書館を含む全国の図書館等の

資料を統合的に検索できるサービスである国立国会図書館サー

チを利用した。検索式は、図書の分類で使われる日本十進分類

法（NDC）の724番（絵画材料・技法）と、タイトルに技術、

または技法が含まれることとした。その結果、209冊がヒット

した。これらの209冊には単に絵画の制作手順であったり画材

の解説であったり、制作時の考えが書かれているものであった

りして絵画技法名が書かれていない文献も含まれていた。絵画

技法名が記載されているものは80冊（参考文献 [1]-[80]）であり、

これらの中から絵画技法を抽出した。絵画技法の内実が同じで

あっても、その技法名が異なるものは、別の絵画技法として抽

出した。 

 

2.2 分析方法 
文献からピックアップした絵画技法について、実際に美術家

と共に文献内の解説に沿ってサンプルを作成した。文献の記載

や図、実サンプルの観察等を基に、その絵画技法の特徴を抽出

した。例えば、ぼかし技法は濃淡がないと成立しないため“濃

淡があること”を特徴として抽出し、特徴を有していれば1，

有していなければ0を入力した（図 3）。同様の操作を今回対

象とした絵画技法全てについて行った。これにより、各絵画技

法は抽出した特徴の個数分0か1が連なるベクトルとなる。 

 

図 3. 絵画技法ベクトルの模式図 

 

上記のように生成した絵画技法ベクトルに対して、階層クラ

スター分析(数量化III類)を実行することで、類似の特徴パター

ンを持つ絵画技法同士がクラスターを形成し、異なる特徴パタ

ーンを持つ絵画技法同士は離れた位置に置かれ、デンドログラ

ム(樹形図)が描かれる。類似度の指標はユークリッド距離で計

算し、群内距離はウォード法を用いた。デンドログラムの表示

は距離の1乗で表示した。 

 

3. 結果 

3.1対象とした絵画技法の数と抽出した特徴数 
文献調査の結果、技法名が記載されている152の絵画技法を

抽出した。これらの絵画技法を文献の記述に従い美術家と実際

に描画し、サンプル制作を行った。主として目視観察し、必要

に応じて測色、表面や断面図の光学顕微鏡像・電子顕微鏡像を

取得し微視的構造を観察した。 

観察と文献情報によって各絵画技法の特徴を抽出した結果、
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32の特徴を見出した。その一部を以下に列挙する。 

｛単色で行う、色の指定がある、素材の指定がある、絵具に透

明性が必要、絵具に不透明性が必要、絵具/墨/溶媒以外を使う、

操作後に現象が生じる、筆跡が点状である、筆跡が線状である、

筆跡が面状である、描画時の身体の動きが画面に突き刺す方向

である、描画時の身体の動きが画面と並行である、レイヤー構

造が必要、撥水が関係する、等｝ 

各絵画技法について、上述の32の特徴を有する(1)か、有さ

ないか(0)を記録した。例えば、ポワンティエ技法はハイライ

トを白い点を複数打つことで表現するオランダのバロック期の

画家フェルメールの技法として知られており、この絵画技法は

以下のベクトルに変換される。 

“ポワンティエ”={11000000010010010000010000100000} 

有する特徴(1)のみ記載すると{単色で行う、色の指定がある、

筆跡が点状である、描画時の身体の動きが画面に突き刺す方向

である、作品が増量する、等}となる。同様の操作を152の絵画

技法について行った。その結果の一部を図 4に示す。 

 

 
図 4. 入力した絵画技法の特徴表(一部) 

特徴を有する要素を橙色でハイライトした。 

 

3.2 デンドログラムとクラスター 
絵画技法 152 種類を、32 の特徴の有無のパターンで階層ク

ラスター分析したデンドログラム(樹状図)を図 5 に示した。デ

ンドログラムの表示は距離の1乗、ウォード法で示した。最も

離れた2要素の距離は4.72であった。 

大まかな傾向を見るため、最初にクラスター数を2つに集約

する距離 4.72 で集約を止めた。このとき、クラスターA には

89 の絵画技法が、クラスターBには 63 の絵画技法が所属した。

各クラスターの特徴を見るため、各クラスターの標準化得点の

うち絶対値の大きい上位4要素を確認した。表1に各クラスタ

ーの標準化得点の絶対値の上位4つの特徴の説明と、得点の値

を括弧内に示した。 

 

 

 
図 5. 階層クラスター分析によるデンドログラム 
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表 1：クラスターA, Bの標準化得点の絶対値上位4要素。 
 第1要素 第2要素 第3要素 第4要素 

ｸﾗｽﾀー A 
絵具/墨/溶媒 
以外を使う 
(－0.58) 

レイヤー構造が 
必須 

(－0.53) 

単色/単素材で 
可能 

(0.41) 

装飾を 
表現 

(－0.30) 

ｸﾗｽﾀー B 
絵具/墨/溶媒 
以外を使う 

(0.82) 

レイヤー構造が 
必須 

(0.75) 

単色/単素材で 
可能 

(－0.57) 

装飾を 
表現 

(0.42) 

 

 表1より、標準化得点の正負に気を付けて読み取ると、クラ

スターA の特徴は、絵具や墨溶媒以外を使用し、レイヤー構造

を使わず単色/単素材で使用可能であることを主たる特徴とす

る絵画技法群であると読み取れる。一方クラスターB は、異素

材(絵具や墨、溶媒以外)を使用し、レイヤー構造を活用するこ

とを主たる特徴とする絵画技法群であると読み取れる。具体的

にいくつかの絵画技法を抜き出すと、クラスターA に属する絵

画技法はスフマート、グラデーション、インパスト、ドライブ

ラシ、ハッチング、逆筆などがあげられる。クラスターB に属

する絵画技法は、リフトアウト、モザイク、エンボス、箔押し、

卵殻塗、砂子蒔などがあげられる。 

以上をまとめると、すべての絵画技法を大きく２グループに

分けると、１つは絵具や墨、溶媒を用いて描く技法群に、もう

一つは異素材(金箔や卵殻など)をもちいる技法群にわけられる

ことが分かった。 

 

次にクラスター数を 4 に集約する距離である 3.47 で集約を

止め各クラスターに着目した。クラスター1、2、3，4 にはそ

れぞれ、41、12、36、63 の絵画技法が所属した。各クラスタ

ーの特徴を見るため、各クラスターの標準化得点のうち絶対値

の大きい上位4の特徴を確認した。表2に各クラスターの標準

化得点の絶対値の上位4つの特徴の説明と、得点の値を括弧内

に示した。 

 

表 2：クラスター1～4の標準化得点の絶対値上位4要素。 
 第1要素 第2要素 第3要素 第4要素 

ｸﾗｽﾀー 1 
レイヤー構造が 

必須 
(－0.76) 

描画時の身体の
動きが画面と並行 

(0.66) 

描画時の身体の
動きが画面に突き

刺す方向 
(－0.67) 

絵具/墨/溶媒 
以外を使う 
(－0.60) 

ｸﾗｽﾀー 2 
色の指定が 

ある 
(2.07) 

濃淡(絵具を薄め
る)が必須 
(1.93) 

陰影/立体感を 
表現 

(1.61) 

ハイライトを 
表現 

(1.06) 

ｸﾗｽﾀー 3 
点状の筆跡が 

必須 
(0.73) 

描画時の身体の
動きが画面に突き

刺す方向 
(0.71) 

描画が偶然に左
右する 
(0.66) 

描画時の身体の
動きが画面と並行 

(－0.56) 

ｸﾗｽﾀー 4 
絵具/墨/溶媒 
以外を使う 

(0.82) 

レイヤー構造が 
必須 

(0.75) 

単色/単素材で 
可能 

(－0.57) 

装飾を 
表現 

(0.42) 

 

 標準化得点の正負に気を付けて各クラスターの特徴を読み取

ると、クラスター1 は、重ね塗りを前提とせず(レイヤー構造

を使わず)絵具を使って画面と平行に塗る絵画技法群であると

読み取れる。同様にクラスター2 は色の指定があり絵具を薄め

ることで作る濃淡が必須であることを特徴とする絵画技法群、

クラスター3 は画面に突き刺す動きで点状に描くことを主たる

特徴とする絵画技法群、クラスター4 は異素材を使ってレイヤ

ー構造を利用することを主たる特徴とする絵画技法群であると

読み取れる。 

 

 各クラスターに所属した具体的な絵画技法名を挙げると、ク

ラスター1 にはグラデーション、ハッチング、フロッティ等が、

クラスター2 にはグリザイユ、カマイユ、ヴェルダッチョ等が、

クラスター3 にはスパッタリング、点描、ドリッピング等が、

クラスター4 にはズグラッフィート、エンボス、ステンシルリ

フト等が所属した。 

 

 以上をまとめると、クラスター1、2、3、4はそれぞれ 

以下のように言い換えることができる。 

1. 「単純平行塗り技法群」 

筆を支持体(紙など)に対し平行に動かして塗る技法群 

例：ハッチング、フロッティ 

2. 「陰影表現技法群」 

濃淡を描き出し陰影を表現する技法群 

例：グリザイユ、ヴェルダッチョ 

3. 「点状突き刺し技法群」 

筆の動きが支持体(紙など)に突き刺す方向で絵具を点状に

描画する技法群 

例：ドリッピング、点描 

4. 「異素材・レイヤー構造技法群」 

絵具以外を用い、レイヤー構造で効果をだす技法群 

例：エンボス、ステンシルリフト 

 

 本研究で取り上げた 152すべての絵画技法は特徴の異なる 4

つのクラスターのいずれかに分けることができ、そこに属する

絵画技法の内容を個別にみても矛盾ないことが分かった。 

 

4. 考察 

4.1 絵画技法の特徴数 

本分類では、32 の特徴に基づいて絵画技法の分類を行った

が、本研究の目的と照らして特徴の数が適当であるかを考察し

た。階層クラスター分析の結果得られたデンドログラム(図 5)

を確認すると、距離ゼロで集約された絵画技法のペアが 3組存

在した。このような集約は、32 の特徴の有無のパターンが 2

つの絵画技法で全く同じときに生じる。本研究の目的が絵画技

法を特徴別に分類することであることを踏まえると、32 の特

徴では目的通り分類しきれておらず、特徴数を増やす必要があ

る可能性がある。 

集約された 3組は、ドライブラシと渇筆、スカンブリングと

ヴェラトゥーラ、ヴェルダイユとシラージュであった。前 2組

については 1.1 節で記載したように実質的に同じ絵画技法であ

ることが分かっている[5]-[8]ので、集約されていたことはむし

ろ正しい結果だと考えられる。ヴェルダイユとシラージュのペ

アは、2.1 節で記載したように、陰影表現のための下絵を作る

技法である点が共通し下絵を描く際の色が緑色か黄褐色かとい

う違いのみがある[13][14]。したがって本分類に用いた 32 の特
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徴では上記の違いを検出できなかったことになる。この点につ

いて、本分類における絵画技法とは一定の幅を持ったものであ

り、例えばドライブラシ技法であっても用いる筆の毛の材質や

太さ、キャンバスの粗さ下地の白色度等、特別な指定がない場

合は自由に決めることができるものである。使用する色が異な

るというものこの範囲内と捉え、絵画技法の全体像をとらえる

という本研究の目的と照らして、この差異が拾えなかったこと

は問題ではないと考えた。上記を踏まえると、32 の特徴で分

類することで 152の絵画技法は特徴別の分類ができており、目

的は達成されていることから特徴の数は適当であると考えた。 

 

4.2 画種横断性 

絵画技法が記載された文献は画種ごとに分かれており、画種

横断的に全体像を概観することが難しかったが、本研究で得ら

れた絵画技法分類から、絵画技法を画種の枠ではなく特徴によ

って 4 つに分けられることが分かった。4 つのグループとはす

なわち「単純平行塗り技法群」、「陰影表現技法群」、「点状突

き刺し技法群」、「異素材・レイヤー構造技法群」である。同じ

技法群（単純平行塗り技法群）の中に、異なる画種の絵画技法

（例えば日本画の渇筆と油彩画のドライブラシ）が混在して属

していたことから、画種の枠にとらわれず横断的に分類できて

いることが分かった。 

本研究で得られた絵画技法分類からは興味深い知見が得られ

た。テンペラ画は乾燥が早く色の層が薄いために、陰影を表現

するのに、他の画種で通常使われるぼかし技法ではなくハッチ

ング技法を用いることが知られている[13]。本分類結果では確

かに、「陰影表現技法群」にテンペラ画固有の技法は含まれて

おらず、さらにハッチング技法は「陰影表現技法」とクラスタ

ー距離の近い「単純平行塗り技法群」に属していた。テンペラ

画固有の「陰影表現技法群」に属する絵画技法はないものの、

それと距離的に近い技法群の絵画技法で代替して陰影表現を行

っている点は興味深い。 

このほか、油彩画特有の絵画技法はレイヤー構造を利用した

ものが多いことや、水墨画特有の絵画技法は筆跡を残す、残さ

ない、筆の向きといった筆の使い分けの特徴の差異で分類され

ているなど、画種の特徴が見られた。 

 

4.3 新規絵画技法の組込み拡張性 

本研究で得られた分類体系に、今回対象外とした絵画技法を

組み込んで分類した場合、妥当な位置に配置されるかどうかの

検証を行った。レオナール・藤田嗣治 (1886–1968)は、油彩画に

日本画の技法を取り入れ、乳白色の肌を描いたことで称賛され

た世界的な画家である。彼はグレーズ技法を行う際に、日本画

で用いられるタルクと呼ばれる粉末を混ぜることで独特の滑ら

かな面を作っていたことが知られる[80]。この絵画技法は技法

名が付いていないことから今回対象外としていたが、仮に藤田

グレーズと名付けて絵画技法ベクトルを入力し、153個目の絵

画技法として階層クラスター分析を行った。その結果、藤田グ

レーズは、グレーズ技法と最も距離の近い位置に配置された。

以上から、藤田グレーズは本研究で着目した32の特徴に着目す

ると既存のグレーズとほぼ同等の技法であることが分かった。

この結果は、技法の内容と照らしても妥当だと考えられる。上

記と同じ手順をもちいれば、未知の絵画技法であってもベクト

ルを入力することで既存の分類体系と照らしてどの技法に似て

いて、どの技法に似ていないのかを知ることができると考えら

れる。 

 

4.4 本研究の限界 

本研究では現存する絵画技法のすべてを対象としているのでは

なく、以下のような絞り込みを行っている。画種の面では、絵

画全般に関する文献[3][4][12][14]-[20]に複数記載のあった画種と

して、フレスコ画、テンペラ画、油彩画、水彩画、日本画、水

墨画、アクリル画、パステル画、クレパス画、版画、蒔絵(漆

画)、鉛筆画(デッサン)、 蝋画(エンコウスティック)を対象とし

た。総説的な文献に記載のある画種を対象とすることで主たる

絵画技法を拾うことができると考えた。また、絵画技法の面で

は、文献に技法名が記載されているものを対象とした。文献に

技法名が記載されているということは一定の使用者と使用頻度

があり一般的に使用されている技法と考えられる。このため主

たる絵画技法は対象とできたと考えられるが、上記の範囲外と

なる画種や技法名のついていない絵画技法は対象となっていな

い。この点については、主たる絵画技法についての特徴別の全

体像を占めすことで、特殊な絵画技法については4.3節で示し

たように個別にどの点で既存の主たる絵画技法と似ていて、異

なるのかを把握するという手順でその位置づけを把握すること

ができる。その考える土台を本研究で提供したにとどまり、現

存のあらゆる絵画技法を分類できたわけではない点が本研究の

限界と考える。 

 

4.5 今後の展望 

今後は、本研究で対象外とした画種や技法名のない絵画技法も

対象に分類体系を拡大し、より広範な絵画技法分類を示してい

きたい。分類の拡張は4.3節で示したのと同じ手法で本分類体

系に組み込み拡張することができる。本研究で対象とした152

の絵画技法を分類するには32の特徴で十分に分類できていたが、

組み込む絵画技法を増やしていくと32から増やす必要が生じる

可能性があるため、この点も留意して研究を進めていきたい。 

 

また、全体像を示すだけでなく、この分類体系を応用して現

存の絵画技法にはない特徴を持つ新規の絵画技法をシステマチ

ックに生み出すことができる可能性も模索していきたい。本手

法では、既存の絵画技法を32の特徴の有無を0､1のパターンに

変換して分類を行った。反対に、既存の絵画技法にはない0､1

の特徴パターンをもつ絵画技法を自ら設計すれば自動的に新規

の絵画技法となる。このような新規の絵画技法の候補は、特徴

が32あることから、232通りから既存の絵画技法152種を除いて

232‐152=約40億通りある。本分類体系を用いる設計のメリット

は、とっかかりの無い状態から考案するのと比較して既存の絵

画技法と被らず、差異が明確で、どのような特徴を有するのか

を把握してから実現性の検討に入れる点で、美術家にとって有
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用性があると考えられる。 

上記のような、あり得る組み合わせを数え上げて全体を把握

しようとする試みは、万物を網羅的に収集しようとする博物学

で最初に見られ、派生してバロック時代の作曲法にもみられた

[83][84]。例えばバロック時代の作曲家であるキルヒャーは、調

の数、和音進行、リズム、音符の長さのパターン数を数え上げ、

作曲の全パターンを把握しようとし、20世紀フランスの作曲

家メシアンも同じく数え上げによる作曲を行っている。本研究

も、各々発展してきた画種を、特徴の類似度という視点から再

統合し全体像を捉えようとしている点で共通している。しかし、

前者が世界のあらゆるものを掌握しようとする志向に対し、本

分類手法は、（今ある全体を把握したうえで）新たな要素を増

やし全体を拡張する志向である点で従来の考えとは異なってい

る。 

 

5. 結論 

・本研究では、現在の絵画技法が画種の中で体系化されている

ために画種を超えてそれらの全体像を把握するのが困難であっ

た課題に対し、絵画技法をその特徴によって分類ことで画種横

断的に分類し「単純平行塗り技法群」、「陰影表現技法群」、

「点状突き刺し技法群」、「異素材・レイヤー構造技法群」に分

けられることを示した。 

・本分類体系は特定の一画種内における絵画技法の整理ではな

く、複数の画種にわたって絵画技法を整理した点で、これまで

にない試みとなった。 

・絵画技法の特徴に着目して分類することで、単に絵画技法を

羅列するのとは異なり、類似の技法は同じグループに、非類似

のものは別のグループに属すこととなり特徴別に全体像を把握

することができ、画種という伝統的な枠ではないやりかたで絵

画技法を総合し、絵画技法群の全体像を示せた。 

・本分類は技法名が文献として参照できる絵画技法に絞って行

った点で存在するすべての絵画技法を網羅するものではなく、

この点で本研究の限界がある。しかし、本分類に用いなかった

技法名のない既知の絵画技法（藤田嗣治のタルクを用いたグレ

ーズ技法）を本分類体系に組み込む検証を行った結果、妥当な

再分類結果が得られていることから、今回対象としきれなかっ

た絵画技法を加えても本分類手法は有効性を保つ可能性がある

ことが示唆された。 

・今後の展望として、今回扱いきれなった技法名のない絵画技

法や、今回対象外とした鏝絵や切り絵、影絵といった画種で使

われる絵画技法を加え同じ手法で本分類体系を拡大し、より広

い画種を含んだ分類体系としていくこと、および、新規の絵画

技法を本分類体系をもちいて考案していくことを進めていきた

い。 
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